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来
年
令
和
３
年
は
聖
徳
太
子
没

後
１
４
０
０
年
の
節
目
の
年
で

す
。
町
で
は
、
こ
の
１
０
０
年
に

一
度
の
節
目
の
年
を
契
機
と
し
、

太
子
町
の
知
名
度
を
さ
ら
に
高

め
、
地
域
に
対
す
る
誇
り
と
愛
着

を
育
む
こ
と
を
め
ざ
し
、「
聖
徳

太
子
没
後
１
４
０
０
年
事
業
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

太
子
町
の
名
前
の
由
来
と
も

な
っ
て
お
り
、
誰
も
が
知
っ
て
い

る
聖
徳
太
子
に
つ
い
て
改
め
て
考

え
る
機
会
と
し
、「
聖
徳
太
子
の

ま
ち　

太
子
町
」
を
多
く
の
人
々

に
実
感
し
て
も
ら
え
る
こ
と
を
め

ざ
し
ま
す
。

聖
徳
太
子
没
後
１
４
０
０
年
記

念
実
行
委
員
会

　

聖
徳
太
子
没
後
１
４
０
０
年
を

契
機
に
、
機
運
の
醸
成
と
町
の
活

性
化
を
目
的
と
し
た
、「
聖
徳
太

子
没
後
１
４
０
０
年
記
念
実
行
委

員
会
」
を
平
成
31
年
２
月
６
日
に

立
ち
上
げ
ま
し
た
。構
成
団
体
は
、

町
内
の
各
種
団
体
と
太
子
町
観

光
・
ま
ち
づ
く
り
協
会
及
び
町
に

よ
る
協
働
の
体
制
で
す
。

構
成
団
体
（
順
不
同
、
敬
称
略
）：

富
田
林
商
工
会
太
子
町
支
部
、
た

い
し
聖
徳
市
実
行
委
員
会
、
太
子

聖
燈
会
の
会
、
竹
内
街
道
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
協
議
会
、
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア 

太
子
街
人
の
会
、
竹
内

街
道
歴
史
資
料
館
友
の
会
、
太
子

町
婦
人
会
、
区
長
会
、
太
子
町
文

化
連
盟
、
花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
会
、
唐
川
ホ
タ
ル
を
守
る
会
、

太
子
町
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
協
会
、

太
子
町

町
・
実
行
委
員
会
の
こ
れ
ま
で

の
取
組
み

●�

聖
徳
太
子
没
後
１
４
０
０
年
記

念
講
演
会
（
平
成
31
年
３
月
16

日（
土
））

　

第
一
部
で
は
講
師
に
叡
福
寺
檀

家
総
代
の
植
田
勝
博
氏
を
お
招
き

し
、「
日
本
と
い
う
国
と
聖
徳
太

子
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
聖
徳
太

子
が
制
定
し
た
と
さ
れ
る
十
七
条

憲
法
や
冠
位
十
二
階
を
は
じ
め
と

す
る
業
績
、
今
な
お
残
る
聖
徳
太

子
の
思
想
に
つ
い
て
講
演
頂
き
ま

し
た
。
ま
た
、
第
二
部
で
は
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

聖
徳
太
子
へ
の
想
い
や
、
没
後

１
４ 

０
０
年
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
の
意
気
込
み
な
ど
に
つ
い

て
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

●�

聖
徳
太
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

協
議
会
へ
参
画

　

奈
良
県
が
主
導
し
、
聖
徳
太
子

ゆ
か
り
の
県
内
外
の
市
町
村
で
構

成
さ
れ
、
聖
徳
太
子
関
連
の
歴
史

文
化
資
源
の
活
用
を
促
進
す
る

「
聖
徳
太
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

協
議
会
」
に
参
画
し
て
い
ま
す
。

構
成
自
治
体
：

奈
良
県
、
奈
良
市
、
大
和
郡
山
市
、

橿
原
市
、
桜
井
市
、
香
芝
市
、
葛

城
市
、
宇
陀
市
、
平
郡
町
、
三
郷

町
、
斑
鳩
町
、
安
堵
町
、
川
西
町
、

三
宅
町
、
田
原
本
町
、
曽
爾
村
、

明
日
香
村
、
王
寺
町
、
広
陵
町
、

河
合
町
、
大
淀
町
、
大
阪
市
、
大

阪
府
太
子
町
、
兵
庫
県
太
子
町

　

推
進
協
議
会
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
令
和
元
年
12
月
７
日（
土
）に

約
９
０
０
人
が
参
加
し
た
聖
徳
太

子
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、「
聖

徳
太
子
の
ま
ち 

太
子
町
」
と
し

て
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
聖
徳
太
子
の
近

代
政
治
の
礎
を
築
い
た
と
も
い
え

る
政
治
の
意
味
、
仏
教
と
の
関
係

性
や
民
に
示
し
た
生
き
方
の
道
標

に
つ
い
て
解
き
明
か
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

●�

町
内
歴
史
ウ
ォ
ー
ク（
令
和
元

年
11
月
16
日（
土
）～
12
月
14
日

（
土
））

　

聖
徳
太
子
没
後
１
４
０
０
年
記

念
実
行
委
員
会
の
委
員
で
あ
る
、

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

太
子
街
人

の
会
の
案
内
で
、
叡
福
寺
や
梅
鉢

御
陵
、
二
上
山
な
ど
の
史
跡
名
所

令
和
３
年
は
「
聖
徳
太
子
没
後
１
４
０
０
年
」
の
節
目
の
年
！
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を
巡
る
町
内
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
を
行

い
ま
し
た
。

　

全
５
回
行
わ
れ
、
合
計
約
１
５ 

０
人
が
参
加
し
、
各
所
で
は
街
人

の
会
の
ガ
イ
ド
の
解
説
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
な
ど
の
作
製

　

聖
徳
太
子
没
後
１
４
０
０
年
の

記
念
品
と
し
て
、
の
ぼ
り
、
ミ
ニ

の
ぼ
り
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、
名

刺
、
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
、
横
断
幕

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

役
場
庁
舎
階
の
特
設
コ
ー
ナ
ー

に
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
役
場

に
お
立
ち
寄
り
の
際
に
は
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

名
刺
に
つ
い
て
は
、
実
行
委
員

会
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
イ
ラ
ス
ト
を

用
い
て
作
成
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
に
向
け
た
今
後
の
取

組
み

●�

「
聖
徳
太
子
・
１
４
０
０
年
の

灯
」

　

令
和
３
年
に
没
後
１
４
０
０
年

を
迎
え
る
聖
徳
太
子
は
、
生
を
受

け
、
国
の
礎
を
築
き
、
古
代
か
ら

現
代
ま
で
の
１
４
０
０
年
も
の

間
、
様
々
な
時
代
の
多
く
の
人
に

影
響
を
与
え
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

今
な
お
そ
の
思
想
・
信
条
が
存

続
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
そ
の

悠
久
の
時
の
流
れ
を
「
灯
」
に
な

ぞ
ら
え
、
生
誕
か
ら
１
４
０
０
年

つ
な
が
る
「
聖
徳
太
子
・
１
４ 

０
０
年
の
灯
」
と
し
て
現
代
に
灯

す
も
の
で
す
。

　

４
月
25
日（
土
）の
太
子
聖
燈
会

で
用
い
ら
れ
る
火
を
採
火
し
、

「
聖
」
と
い
う
ワ
ー
ド
と
も
に
関

連
イ
ベ
ン
ト
に
活
用
し
、
令
和
３

年
に
迎
え
る
没
後
１
４
０
０
年
へ

と
繋
ぎ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
色
々
な
取
組
み
を
検
討
中

　

実
行
委
員
会
で
は
２
０
２
１
年

に
向
け
、
知
名
度
を
向
上
さ
せ
、

町
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
色
々

な
取
組
み
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

会
議
の
中
で
は
、

・ 

「
聖
徳
太
子
の
ま
ち 

太
子
町
」

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
、
後
世
に

も
残
る
記
念
物
と
し
て
聖
徳
太

子
像
の
作
製

・ 

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
に
、
よ

り
深
く
太
子
町
の
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
公
募
し
て
作

成
す
る
太
子
町
の
郷
土
カ
ル
タ

・ 
多
く
の
人
に
町
の
歴
史
資
源
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
実

際
に
周
遊
し
て
も
ら
う
歴
史
講

座
・
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
の
開
催

な
ど
、
２
０
２
１
年
を
盛
り
上
げ

る
た
め
の
意
見
が
出
て
い
ま
す
。

○
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

町
及
び
実
行
委
員
会
で
は
、
み

な
さ
ま
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
上
記
の
取
組
み
に
対
す

る
意
見
や
、
取
組
ん
で
ほ
し
い
こ

と
な
ど
幅
広
く
募
集
し
ま
す
。

聖
徳
太
子
に
ゆ
か
り
の
深
い
こ
の

町
に
お
住
ま
い
の
み
な
さ
ま
が
、

こ
の
没
後
１
４
０
０
年
の
節
目
に

思
う
こ
と
を
、
ぜ
ひ
、
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。
観
光
産
業
課
及
び
太

子
町
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
協
会
の

窓
口
に
意
見
書
を
備
え
て
い
る
ほ

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、
左
記

ま
で
お
持
ち
頂
く
か
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
ま
た
は
、
メ
ー
ル
で
ご
提
出

く
だ
さ
い
。
意
見
書
は
自
由
様
式

で
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
氏
名
・
住

所
・
連
絡
先
は
必
ず
ご
記
入
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ

　

観
光
産
業
課

　

☎
９
８-

５
５
２
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
８-

４
５
１
４

　

�

Ｅ
メ
ー
ル
：kankousangyou�

@
tow
n.taishi.osaka.jp

　

�https://w
w
w
.tow
n.taishi.

osaka.jp/

　
太
子
町
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
協
会

　

☎
２
１-

１
６
０
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
２
１-

５
７
９
８

　

�
Ｅ
メ
ー
ル
：taishi-kanm

achi�
@
leto.eonet.ne.jp

　

https://taishi-kankou.jp/

資
料
館
友
の
会
総
会

記
念
講
演
会

　

聖
徳
太
子
没
後
１
４
０
０
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
御
廟
を
守
る

叡
福
寺
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

近
藤
住
職
に
お
話
し
頂
き
ま
す
。

［
と　

き
］�

５
月
９
日（
土
） 

午
後
２
時
～
３
時

※
午
後
１
時
30
分
～
受
付
。

［
と
こ
ろ
］�

太
子
町
ま
ち
づ
く
り

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

１
階　

第
１
・
２
研
修

室

［
内　

容
］�

講
演
：
聖
徳
太
子

１
４
０
０
年
遠
忌
を

迎
え
る
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　

  

講
師
：
近
藤
本
龍
（
叡

福
寺
管
主
）

［
定　

員
］
50
人
（
先
着
）

［
参
加
費
］
２
０
０
円

※ 

竹
内
街
道
歴
史
資
料
館
友
の
会

会
員
及
び
太
子
町
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア 

太
子
・
街
人
の
会
会

員
は
受
講
料
無
料
。

※ 

当
日
は
友
の
会
会
員
（
年
会
費

２
，０
０
０
円
）
の
入
会
受
付

を
行
い
ま
す
。

［
申　

込
］�

電
話
で
４
月
25
日（
土
）

午
後
５
時
ま
で
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
・
問
合
せ

　

町
立
竹
内
街
道
歴
史
資
料
館

　

☎
９
８-

３
２
６
６

【のぼり】 【クリアファイル】

【封筒】

ご
意
見

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
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◎ 

令
和
２
年
度
か
ら
保
険
料
率
が
変

わ
り
ま
す

　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険

料
率
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
変
わ
り

ま
す
。
令
和
２
年
２
月
の
大
阪
府
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
で
審

議
・
可
決
さ
れ
、
令
和
２・
３
年
度

の
保
険
料
率
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

●
保
険
料
の
軽
減

⑴
均
等
割
額
の
軽
減（
令
和
２
年
度
）

　

世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て
保
険

料
の
均
等
割
額
（
５
４
，１
１
１
円
）

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

⑵ 

会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶
養

者
で
あ
っ
た
人
の
保
険
料
の
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す

る
日
の
前
日
に
、
会
社
の
健
康
保
険

や
共
済
組
合
、
船
員
保
険
の
被
扶
養

者
で
あ
っ
た
人
に
つ
い
て
は
、
当
面

の
間
、
所
得
割
額
は
課
さ
れ
ず
、
資

格
取
得
後
２
年
を
経
過
す
る
月
ま
で

の
間
に
限
り
、
均
等
割
額
の
５
割
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

※�

国
民
健
康
保
険
・
国
民
健
康
保
険

組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
た
人
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
保
険
料
額
の
お
知
ら
せ
と
納
め
方

１
． 

普
通
徴
収
（
口
座
振
替
や
納
付

書
で
お
支
払
い
）
の
人

　

７
月
に
、
令
和
２
年
度
の
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
決
定（
本
算
定
）

に
か
か
る「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」

と
「
納
入
通
知
書
」
の
一
体
型
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
そ
の
後
、

口
座
振
替
や
納
付
書（
納
入
通
知
書
）

の
方
法
に
よ
り
９
期
（
７
月
～
翌
年

３
月
ま
で
）
で
納
め
て
頂
き
ま
す
。

※�

年
度
の
途
中
か
ら
特
別
徴
収
に
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

２
． 

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
お
支

払
い
）
の
人

　

年
金
受
給
額
が
年
額
18
万
円
以
上

の
人
は
、
原
則
年
６
回
の
年
金
受
給

日
に
、
そ
の
年
金
か
ら
直
接
お
支
払

い
頂
き
ま
す
。

　

令
和
元
年
中
の
所
得
が
確
定
す
る

ま
で
の
４・
６・
８
月
は
、
仮
納
付
期

間
と
な
り
ま
す
。

○ 

令
和
２
年
２
月
に
保
険
料
を
特
別

徴
収
で
支
払
わ
れ
た
人

　

４
月
の
年
金
受
給
時
に
、
２
月
に

お
支
払
い
頂
い
た
金
額
と
同
額
を
仮

徴
収
額
と
し
て
お
支
払
い
頂
き
ま

す
。
こ
の
場
合
、
保
険
料
額
の
通
知

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
６・
８

月
分
は
、
４
月
分
と
同
額
が
適
当
で

な
い
場
合
は
仮
徴
収
額
が
変
更
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
変
更

通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

○ 

令
和
元
年
度
は
普
通
徴
収
で
、４・

６・
８
月
か
ら
新
た
に
特
別
徴
収

の
対
象
と
な
る
人

　

令
和
元
年
度
の
保
険
料
額
を
も
と

に
仮
徴
収
額
を
決
定
し
ま
す
。
そ
の

場
合
、
事
前
に
「
保
険
料
仮
徴
収
額

決
定
通
知
書
」
と
「
納
入
通
知
書
兼

特
別
徴
収
開
始
通
知
書
」
の
一
体
型

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

○
本
算
定
後
の
特
別
徴
収

　

令
和
２
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
決
定
（
本
算
定
）
後
の
10

月
以
降
、
引
き
続
き
、
ま
た
は
、
新

た
に
特
別
徴
収
と
な
る
人
は
、
７
月

に「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」と「
特

別
徴
収
開
始
通
知
書
」
の
一
体
型
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

10
・
12
・
２
月
の
年
金
受
給
時
に
、

令
和
元
年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て
計

算
さ
れ
た
年
間
保
険
料
か
ら
仮
徴
収

な
ど
に
よ
り
既
に
納
め
て
頂
い
た
金

額
を
差
し
引
い
た
額
を
、
支
払
回
数

に
振
り
分
け
て
納
め
て
頂
き
ま
す
。

※�

特
別
徴
収
で
の
お
支
払
い
を
や
め

て
、
口
座
振
替
の
お
支
払
い
に
変

更
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
保
険
医

療
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
所
得

税
や
住
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
に
な
り
ま
す
が
、
特
別
徴

収
の
方
法
で
お
支
払
さ
れ
た
場
合

は
、
天
引
き
さ
れ
た
年
金
の
受
給

者
だ
け
が
控
除
の
対
象
と
な
り
、

口
座
振
替
に
変
更
さ
れ
た
場
合

は
、
そ
の
口
座
を
お
持
ち
の
人
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

◎ 

健
康
診
査・歯
科
健
診・人
間
ド
ッ

ク
費
用
の
一
部
助
成

○
健
康
診
査
に
つ
い
て

　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣

病
の
早
期
発
見
の
た
め
、
健
康
診
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
４
月
下
旬
か
ら

５
月
上
旬
に
か
け
て
「
健
康
診
査
受

診
券
」
を
「
受
診
券
在
中
」
の
記
載

の
あ
る
封
筒
で
お
送
り
し
ま
す
（
年

度
途
中
に
新
た
に
75
歳
に
な
ら
れ
る

人
に
は
、
誕
生
月
の
翌
月
に
お
送
り

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

○ 令和２・３年度の保険料の算定方法

※�賦課のもととなる所得金額とは、被保険者の前年の総所得金額及び山林所得金額、他
の所得と区分して計算される所得の金額（分離課税として申告された株式の譲渡所得
や配当所得・土地の譲渡所得など）の合計から基礎控除額33万円を控除した額です（雑
損失の繰越控除分は控除されません）。なお、遺族年金などの非課税年金は含みません。

　�基礎控除額などの数値については、今後の税法改正などによって変動することがあり
ます。

所得の判定区分 軽減割合
軽減後の被保
険者均等割額
（年額）

①下欄②に属する被保険者であり、かつ、当該世帯の被保
険者全員の各所得が０円であるとき（ただし、公的年金な
ど控除額は80万円として計算する）

７割 16,223円

②世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額な
どが、基礎控除額（33万円）を超えないとき 7.75割 12,174円

③世帯 (同一世帯内の被保険者と世帯主 )の総所得金額な
どが、【基礎控除額（33万円）＋28万５千円×被保険者の数】
を超えないとき

５割 27,055円

④世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額な
どが【基礎控除額（33万円）＋52万円×被保険者の数】を
超えないとき

２割 43,288円

※�①の判定区分については、年金生活者支援給付金の支給や介護保険料の軽減強化と
いった支援策の対象となる場合があります（ただし、住民税課税世帯は対象となりま
せん。また、年金生活者支援給付金の支給額は年金保険料の納付実績などに応じて異
なります）。

所得割額
賦課のもととなる所得金額

×
所得割率　10.52％

均等割額
被保険者１人当たり

54,111円

年間の保険料
年額

（限度額64万円）
＋＝
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し
ま
す
）。

　

受
診
券
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た

ら
、
広
域
連
合
が
指
定
す
る
医
療
機

関
な
ど
で
、
年
度
中
（
当
該
年
度
の

３
月
31
日
ま
で
に
）
１
回
、
無
料
で

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受
診

の
際
は
、
事
前
に
医
療
機
関
な
ど
へ

お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
受
診
券
と

被
保
険
者
証
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

○
歯
科
健
診

　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
歯
や
歯
肉
の
状
態
、
口
腔

衛
生
状
態
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
口

腔
機
能
の
低
下
や
肺
炎
な
ど
を
予
防

す
る
た
め
、
歯
科
検
診
を
行
っ
て
い

ま
す
。
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に

か
け
て
「
歯
科
健
診
の
お
知
ら
せ
」

を
お
送
り
し
ま
す
（
年
度
途
中
に
新

た
に
75
歳
に
な
ら
れ
る
人
に
は
、
誕

生
月
の
翌
月
に
お
送
り
し
ま
す
）。

　

広
域
連
合
が
指
定
す
る
歯
科
医
院

な
ど
で
、
年
度
中
（
当
該
年
度
の
３

月
31
日
ま
で
）
に
１
回
、
無
料
で
受

診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受
診
の

際
は
、
事
前
に
歯
科
医
院
な
ど
へ
お

問
い
合
わ
せ
の
う
え
被
保
険
者
証
を

忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※�

以
下
に
該
当
す
る
長
期
入
院
中
や

施
設
入
所
中
の
人
な
ど
は
、病
院
・

施
設
で
健
康
管
理
が
図
ら
れ
て
い

る
た
め
、
健
康
診
査
・
歯
科
健
診

の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

①�

病
院
、
ま
た
は
、
診
療
所
に
６
か

月
以
上
継
続
し
て
入
院
中
の
人

②�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
老

人
保
健
施
設
、養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

障
が
い
者
支
援
施
設
な
ど
の
施
設

に
入
所
、
ま
た
は
、
入
居
し
て
い

る
人

○
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部
助
成

　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
人
間
ド
ッ
ク
（
公
共
社
団

法
人
日
本
人
間
ド
ッ
ク
学
会
が
掲
げ

る
一
日
人
間
ド
ッ
ク
基
本
検
査
項
目

を
満
た
す
も
の
に
限
る
）
を
受
診
さ

れ
た
場
合
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

　

費
用
の
助
成
を
受
け
る
に
は
、
保

険
医
療
課
に
必
要
書
類
を
お
持
ち
頂

き
、
ご
申
請
く
だ
さ
い
。
な
お
、
各

年
度
中
（
４
月
１
日
～
翌
年
３
月
31

日
ま
で
）
１
回
の
受
診
に
対
し
、

２
６
，０
０
０
円
を
上
限
と
し
て
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

［
申
請
に
必
要
な
も
の
］

１
．
人
間
ド
ッ
ク
の
領
収
書
の
写
し

２
．�

人
間
ド
ッ
ク
検
査
結
果
通
知
書

な
ど
の
写
し

３
．
被
保
険
者
証

４
．
口
座
情
報
が
わ
か
る
も
の

５
．
印
か
ん

［
注
意
事
項
］

　

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
た
人

は
、
申
請
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
領
収

書
な
ど
を
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
問
合
せ

◎
制
度
全
般
に
関
す
る
こ
と

　

 

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
資
格
管
理
課
（
保
険
料
・
被
保

険
者
証
な
ど
）

　
☎
０
６
︱

４
７
９
０
︱

２
０
２
８

　

 

給
付
課
（
高
額
給
付
費
・
健
康
診

査
・
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
）

　
☎
０
６
︱

４
７
９
０
︱

２
０
３
１

　

 

総
務
企
画
課
（
予
算
編
成
・
広
報

公
聴
な
ど
）

　
☎
０
６
︱

４
７
９
０
︱

２
０
２
９

◎ 

保
険
料
の
納
付
、
そ
の
他
各
種
届

出
に
関
す
る
こ
と

　
保
険
医
療
課 

☎
９
８
︱
５
５
１
６

　

自
宅
に
引
き
こ
も
り
が
ち
に
な
る

と
、
社
会
的
に
孤
立
し
、
活
動
量
が

減
る
こ
と
で
心
や
身
体
に
不
調
を
き

た
し
や
す
く
、
生
活
不
活
発
病
や
廃

用
症
候
群
に
な
り
、
自
立
し
た
日
常

生
活
が
送
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
身
近
で
気
軽
に
集

ま
る
こ
と
が
で
き
、
担
い
手
と
し
て

活
動
す
る
場
が
あ
る
と
、
社
会
的
孤

立
感
も
解
消
し
、
楽
し
み
や
生
き
が

い
、
趣
味
活
動
に
つ
な
が
っ
た
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
日
常
生
活
の
困
り
ご

と
に
対
す
る
助
け
合
い
も
生
ま
れ
ま

す
。
地
域
の
集
い
の
場
、
社
会
参
加

の
場
を
運
営
す
る
活
動
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
、支
援
を
行
い
ま
す
。

※�

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
継
続
中

の
団
体
も
申
請
が
必
要
で
す
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ

　

 

高
齢
介
護
課
（
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
）　
☎
９
８
︱
５
５
３
８

特
に
定
め
ま
せ
ん
。
対
象
と
な
る
地
域
の
誰
も
が
参

加
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

開
設
時
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
１
人

以
上
の
従
事
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
特
定
の
活
動
に
限
定
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
活
動

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

活
動
内
容

地
域
の
高
齢
者
が
集
ま
り
や
す
い
場
所
、
継
続
し
て

開
催
で
き
る
場
所
（
町
会
・
自
治
会
集
会
所
、個
人
宅
、

空
き
家
や
空
き
店
舗
な
ど
）

※�
個
人
の
持
ち
物
で
な
い
場
合
、
管
理
者
や
所
有
者

か
ら
承
諾
を
得
て
く
だ
さ
い
。

開
催
場
所

交
流
サ
ロ
ン
の
取
り
組
み
を
行
う
団
体
、
ま
た
は
、

個
人
（
住
民
）

補
助
金
交
付
対
象
者

補
助
金
交
付
申
請
書
、
全
体
計
画
書
、
年
間
計
画
書
、

そ
の
他
必
要
と
認
め
る
書
類

申
請
に
必
要
な
書
類

①�

立
ち
上
げ
時
に
必
要
な
建
物
の
修
繕
費
、
工
事
請

負
費
、
備
品
購
入
費
な
ど
：
30
万
円

②�

周
知
に
係
る
費
用
、
そ
の
他
立
ち
上
げ
時
に
に
必

要
な
費
用
：
10
万
円

③�

光
熱
水
費
、
消
耗
品
費
、
通
信
運
搬
費
な
ど
の
運

営
費
：
開
設
１
回
あ
た
り
１
，２
０
０
円
（
１
団

体
上
限
40
回
分
）

④
家
賃
な
ど
の
賃
借
料
：
上
限
月
額
２
万
円

⑤�

集
会
所
な
ど
使
用
料
：
開
設
１
回
あ
た
り
上
限
４
，

０
０
０
円
（
各
集
会
所
の
規
定
に
よ
る
）
上
限
月

額
２
万
円

⑥�

健
康
増
進
加
算
：
１
回
１
，０
０
０
円
（
上
限
月

額
４
，
０
０
０
円
）

　
（
条
件
あ
り
）

補
助
金
の
額

原
則
と
し
て
、
１
回
あ
た
り
２
時
間
以
上
と
し
、
週

１
回
以
上

開
催
頻
度

み
ん
な
で
、
ち
ょ
っ
と
集つ

ど

う
場
所
を
つ
く
っ
て
、
生
き
が
い
づ
く
り
！
元
気
に
な
り
ま
せ
ん
か
！

令
和
２
年
度
の
交
流
サ
ロ
ン
補
助
金
交
付
申
請
募
集
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　里親についての現状や登録方法などを学ぶ展示会を２月10
日（月）～14日（金）まで役場庁舎１階　ロビーで行いました。
　私たちの周りには、様々な事情により家族と離れて生活
しなくてはならない子どもがいます。
　里親は、そのような子どもをご自身の家庭に迎えて、温
かい愛情と正しい理解をもって見守り育ててくれる人のこ
とです。
　住民の皆さんに里親についてより関心を持って頂き、今
後も里親登録の拡大を図っていきます。

　富田林歯科医師会から、口腔内細菌の種類や量などを観
察できる位相差顕微鏡を太子町・河南町・千早赤阪村に寄
贈頂き、２月20日（木）に寄贈式を行いました。
　今後、各学校園で、歯の健康教育に活用していきます。

位
いそうさけんびきょう

相差顕微鏡を寄贈頂きました 里親に関する展示 

　２月２日（日）、町立万葉ホールで、東京2020オリンピック聖火リレー太子町サポートランナー公開抽選会を行い、11人の
サポートランナーが決定しました。
　サポートランナーは、４月15日（水）に太子町で行われる東京2020オリンピック聖火リレーで、最終区間で聖火ランナーの
後ろを並走し、聖火リレーを盛り上げます。

東京2020オリンピック聖火リレー
太子町サポートランナー公開抽選会
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３
月
13
日（
金
）

町
立
中
学
校

３
月
18
日（
水
）

町
立
磯
長
小
学
校

３
月
18
日（
水
）

町
立
山
田
小
学
校

じる３月。各幼稚園や保育所、小中学校で卒園・卒業式が行われました。
は、幼稚園計77人、保育園計25人、小学校計129人、中学校計142人。
仲間や先生たちと過ごした思い出深い園舎・校舎を元気いっぱいに巣立っていきました。

胸に！　卒園・卒業おめでとう！

8



３
月
16
日（
月
）

町
立
幼
稚
園

３
月
21
日（
土
）

認
定
子
ど
も
園

や
わ
ら
ぎ
幼
稚
園

３
月
14
日（
土
）

松
の
木
保
育
園

春の訪れを日に日に感
卒園・卒業を迎えたの
それぞれの希望を胸に、

希望を
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◆
第
36
回
大
阪
府
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
連
盟

　
南
大
阪
大
会
第
３
位

　
太
子
キ
ラ
リ

岳のぼり
　４月23日（木）に、葛城市・香芝市と３市町村合同で二上山

山登りイベント「岳のぼり」を行います。

　当日は、太子町自然を守る会主催でクリーンハイキングや山

頂でお楽しみ抽選会を行います。お気軽にご参加ください。

［と　き］４月23日（木）　午前10時頃～正午

［ところ］二上山万葉の森・岩屋登山口

◆問合せ　観光産業課　☎98-5521

行政書士無料相談（予約制）
　大阪府行政書士会では、行政書士による無料相談を行います。

［と　き］４月22日（水）　午後１時30分～４時30分
［ところ］役場庁舎３階　第２・３会議室
［内　容］ 相続・遺言、成年後見制度、内容証明、離婚、不動

産の賃貸借・売買契約
※�希望する人は平日の午前10時～午後６時の間に電話でご予
約ください。

◆申込・問合せ　大阪府行政書士会南大阪支部
　　　　　　　　無料相談担当：濱田　☎50-1110

［と　き］４月15日（水）　午後３時～４時（予定）
［コース概要］

スタート地点：�道の駅近つ飛鳥の里・太子→町立竹内街道歴史資料館交差点→孝徳天皇陵前→竹内街道①→地蔵堂前→竹内
街道②→太子町役場前→美容室前→学習塾前→町立磯長小学校前バス停→向小路交差点→叡福寺境内→ゴー
ル地点：太子・和みの広場

［聖火リレーに伴う交通規制］
　聖火リレー開催のため、コースの町道六枚橋太子線、大道線及び周辺道路について、通行止めなどの交通規制を行います。
また、それに伴い、金剛バスの一部運休があります。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

◆問合せ　総務政策課　☎98-0300　　生涯学習課　☎98-5534　　金剛自動車株式会社　☎23-2286

東京2020オリンピック聖火リレー

人敬
称
略

はなまる
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▪
世
間
騒
し
あ
れ
こ
れ
あ
れ
ど
山
笑
う	

下
城
か
よ
子

▪
コ
ン
ビ
ニ
の
寒
灯
一
つ
闇
の
村　

	

麻
野　

明
子

▪
お
年
玉
親
子
三
代
絆
か
な　

	

高
田　

正
裕

▪
外
に
ま
さ
る
留
守
の
炬
燵
の
寒
さ
か
な	

明
石　

志
郎

▪
側
溝
に
日
あ
た
り
な
が
ら
舞
ふ
落
葉	

平
木
佳
代
子

▪
川
尻
の
冬
枯
こ
こ
は
花
名
所　

	

余
保　

英
代

▪
来
客
の
脱
ぎ
し
コ
ー
ト
の
冷
気
か
な	

辻
本
佳
代
子

▪
ふ
つ
ふ
つ
と
滾た
ぎ

つ
闘
志
の
枯
木
か
な	

松
井
け
い
子

▪
水
鳥
の
放
れ
て
群
れ
て
白
鳥
陵　

	

本
多　

幸
子

▪
石
川
や
静
か
な
流
れ
寒
の
水　

	

田
中　

寛
一

▪
白
梅
の
ひ
と
日
ひ
と
日
の
蕾
か
な　

	

若
松　

古
泉

■
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い

•

磯
長
小
学
校
制
服（
女
子
用
、
１
５
０

～
１
６
０
㎝
）、
イ
ト
マ
ン
ス
イ
ミ
ン

グ
海
パ
ン（
男
子
用
、
１
２
０
～

１
３
０
㎝
）［
無
料
］

•

山
田
小
学
校
制
服（
女
子
用
、
１
３
０

～
１
５
０
㎝
）

•

子
ど
も
用
自
転
車（
男
子
用
、
22
～
24

イ
ン
チ
）［
相
談
］

■
ゆ
ず
り
ま
す

•

テ
レ
ビ（
50
㎝
四
方
）［
無
料
］

◎
ゆ
ず
り
た
い
も
の
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
も
の
が
あ
れ
ば
、
消
費
生
活
友
の

会
会
員
、
ま
た
は
、
事
務
局
、
観
光

産
業
課
（
☎
９
８-

５
５
２
１
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
掲
載
し
て
い
る
人
の
ご
連
絡
先
を
お

伝
え
し
ま
す
の
で
、
物
品
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
直
接
連
絡
・
交
渉
を
お

願
い
し
ま
す
（
事
務
局
で
は
物
品
を

お
預
か
り
し
て
い
ま
せ
ん
）。

▪
晴
れ
た
空
ど
こ
か
で
ウ
グ
イ
ス
散
歩
道　

	

上
田　

恒
子

▪
孫
二
十
才
晴
着
姿
に
つ
い
ほ
ろ
り　

	

桑
原　
　

優

▪
晴
れ
た
空
姿
く
っ
き
り
二
上
山	

柏
岡　

和
子

▪
晴
着
着
る
言
葉
使
い
に
気
を
使
い　

	

辻
本　

艶
子

▪
冷
え
込
ん
だ
霜
降
り
夜
明
け
日
本
晴　

	

川
村　
　

勧

▪
晴
れ
た
日
は
免
許
返
納
自
転
車
で　

	

松
本　

京
子

▪
力
士
に
は
晴
の
勲
章
大
銀
杏　
　
　

	

笹
部　

次
夫

▪
晴
れ
間
に
は
洗
濯
物
が
波
を
打
つ　

	

三
浦
冨
美
子

▪
晴
れ
渡
る
水
平
線
の
丸
み
か
な　

	

山
本　

博
子

▪
晴
れ
た
空
五
輪
の
ジ
ェ
ッ
ト
で
手
を
結
ぶ	

奥
田　

早
苗

▪
い
た
ず
ら
な
風
が
晴
れ
着
の
裾
乱
し	

小
路　

淳
水

陸上自衛隊信太山駐屯地創立記念行事
　陸上自衛隊信太山駐屯地創立63周年記念行事を行
います。

［と　き］ ４月19日（日）　午前９時～午後３時まで�
（観閲式開始�午前９時50分～）

［ところ］陸上自衛隊信太山駐屯地
［内　容］ 観閲式、訓練展示、装備品展示、修史館（歴

史資料館）開放、体験試乗売店など
※�一般来場者駐車場はありません。公共の交通機関
をご利用ください。
※ペットを連れてのご来場はご遠慮ください。
※入場はすべて無料。どなたでも入場可能です。
※�詳しくは、信太山駐屯地公式ホームページ、また
は公式 Twitter でご確認ください。
◆問合せ　陸上自衛隊信太山駐屯地広報室
　　　　　☎0725-41-0090（内線205）

第17回　コンサート in太子
　太子町を中心とした音楽愛好家が集まって、今年
もコンサートを行います。

［と　き］４月26日（日）　午後２時～
［ところ］町立万葉ホール
［内　容］ フォークソング、フルート、ハンドベル、

尺八、和琴、大正琴など
※入場料無料。
※場合によっては中止することがあります。
◆問合せ　堀　☎090-2384-2792

太子ミニバスケットボールクラブ体験会
　新小学１年生～６年生までの男の子・女の子、バ
スケットボールに興味のある子、体を動かしたい子、
一緒にバスケットボールをしてみませんか？

［と　き］４月12日（日）　午前９時～正午
［ところ］町立総合体育館
［持ち物］水筒、タオル、体育館シューズ
［服　装］運動しやすい服装
　お友達と一緒に、ぜひ遊びに来てくださいね。
※場合によっては中止することがあります。
◆問合せ　原　　☎090-2289-6058
　　　　　折出　☎080-3117-2885
　　　　　minibasu456-taishi@yahoo.co.jp

俳
句

敬
称
略

川
柳

　歌

敬
称
略

晴

ひ と の う ご き
� （　）内は前月比

�人　口�13,306人人（－ 6）� 転入 28人
� 男� 6,534人人（－ 7）� 転出 34人
� 女� 6,772人人（＋ 1）� 出生 7人
�世帯数� 5,498世帯（－ 3）� 死亡�  7人

まちの面積　　14.17㎢
（３月₁日現在）

町
立
図
書
室
行
事
予
定　

4
月

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

［
と　

き
］�
4
月
１８
日（
土
） 

午
前
11
時
～
11
時
30
分

［
と
こ
ろ
］
町
立
図
書
室

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

町
立
図
書
室

　
　
　
　
　

☎
９
８‒

５
５
２
６

◆問合せ
　近つ飛鳥の里・太子運営協議会
　☎98̶2786

［と　き］毎週土・日曜日と祝日
［ところ］道の駅
　　　　　近つ飛鳥の里・太子

●
5
月
号
の
題
は「
家
」（
締
め
切
り
4
月
５
日
）。
6
月
号
の
題
は「
青
」

（
締
め
切
り
5
月
５
日
）
で
す
。
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　風しんは、発熱及び発しんを主な症状とし、飛沫感染により人から人へ感染する、感染力が強い疾病です。妊娠中の女
性が風しんに感染すると、子どもに眼や耳などの障がいを含む先天性風しん症候群（ＣＲＳ）が生じる可能性があります。
　疾病のまん延を防ぐため、予防接種法施行令の一部が改正されました。対象者については、抗体検査を行い、その結果、
十分な抗体量がない人に対し定期予防接種（風しん第５期）が行われますので、抗体検査を行って頂くようお願いします。
　また、風しん第５期の定期予防接種の対象外の人でも、抗体検査を無料で受けて頂くことが可能な場合があります。下
記対象者については、まず実施医療機関で風しんの抗体検査を受けて頂くようお願いします。なお、無料での抗体検査は
平成31年４月～令和３年３月の間で１回限りです。２回目以降は自己負担となりますので、ご注意ください。

※ただし、各指定医療機関で受検及び接種した場合に限る。
［実施医療機関］
【１】風しん第５期の定期接種に係る抗体検査実施医療機関一覧（全国）
　　 厚生労働省「風しんの追加的対策について」
　　  https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-

kansenshou/rubella/index_00001.html

【２】妊娠を希望する女性などの抗体検査実施医療機関一覧（大阪府内のみ）
　　 大阪府ホームページ「大人の風しん対策」
　　 http://www.pref.osaka.lg.jp/iryo/osakakansensho/koutaikensa.html

　なお、助成に必要なものなど、町の行う風しん対策について詳しくは、町ホームページをご覧頂くか、
健康増進課までお問い合わせください。
太子町ホームページ「太子町の実施する風しん対策」
http://www.town.taishi.osaka.jp/busyo/kenkoufukusibu/kenkouzousinka/monthly_kenko_
info/1553236910184.html

◆問合せ　健康増進課　☎98-5520

　町では、大阪府が行う「不妊に悩む方への特定治療支援事業」の承認を受けられた人に助成金を交付します。
対象者は、下記のすべての条件を満たす人となります。
１．夫婦ともに太子町に住民登録を有し、かつ、妻の年齢が43歳未満であること
２�．大阪府が行う「不妊に悩む方への特定治療支援事業」を申請し、「特定治療支援事業承認通知書」の交付を受けて
いる人
　対象など、詳しくは町ホームページをご覧になるか、健康増進課へお問い合わせください。
また、大阪府の助成制度については、大阪府ホームページ「不妊に悩む方への特定治療支援事業について」をご覧頂く
か、富田林保健所にお問い合わせください。

◆問合せ　健康増進課　☎98-5520　　富田林保健所　☎23-2681

風しん抗体検査

特定不妊治療費の助成

対　象 定期任
意の別

クーポン
券の発行 受け方 抗体検査

費用※ 予防接種費用※ 実施医療
機関の別

昭和47年４月２日～
昭和54年４月１日生
まれの男性

定期 ○
前年度に送付されたクーポ
ン券を用いて、実施医療機
関へ

無料

抗体検査の結果、抗体価が低ければ
無料

【１】

昭和41年４月２日～
昭和47年４月１日生
まれの男性

定期 ○
４月中に送付予定のクーポ
ン券を用いて、実施医療機
関へ

無料 【１】

昭和37年４月２日～
昭和41年４月１日生
まれの男性

定期 ○
町立保健センターでクーポ
ン券の交付申請を行い、受
け取ったクーポン券を用い
て、実施医療機関へ

無料 【１】

・妊娠を希望する女性
・�妊娠を希望する女性
の配偶者
・�妊娠している女性の
配偶者

任意 ×

実施医療機関で抗体検査を
実施。抗体がないと判断さ
れ、予防接種を実費で接種
した場合は、町立保健セン
ターへ申請を行う。

無料

抗体検査の結果、抗体価が低ければ
下記を上限として償還払いを行う。
麻しん・風しん（ＭＲ）混合ワクチ
ン…7,000円
風しん単独ワクチン…4,000円

【２】

55
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　新型コロナウイルスの感染者が増加する
中、感染対策の一つとして、咳エチケット
を心がける必要があります。
　現在、予防用にマスクを買われている人
が多いですが、感染症の拡大の効果的な予
防には、風邪や感染症の疑いがある人たち
に使ってもらうことが何より重要です。
　感染しないためにマスクをつけるのではなく、人にウイ
ルスを感染させないようにするために、咳や鼻水などの症
状のある方が積極的に行ってほしいエチケットです。
　しかし、現在のマスクの流通が滞っている状況では、従

来からの使い捨てマスクが手に入らず困っておられる人が
大半だと思われます。
　代用品として、ガーゼのマスクや、タオル、ハンカチや
バンダナ、スカーフ、ネックウォーマー、マフラー、マフ
ラータオルなど、口元を覆うように使って頂くと、ウイル
スの飛び散りを防ぐ効果がありますので、お試しください。
また、予防にはこまめな手洗いが大切です。
　帰宅時や、料理・食事の前など、口や鼻に触れる前に、
こまめに手洗いをしましょう。

　◆問合せ　健康増進課　☎98-5520

種　　類 対象児 実　施　日 内　　　　　容
₄　か　月　児　健　診 令和元年10月25日～12月15日生まれ ₄月16日（木）

【受付時間】13：00～13：15
対象者の人には案内通知します。

₁歳₆か 月 児 健 診 平成30年₇月～₈月生まれ ₄月24日（金）
₂歳₆か月児歯科健診 平成29年₈月～₉月生まれ ₄月₉日（木）
₃歳₆か 月 児 健 診 平成28年₈月～₉月生まれ ₄月14日（火）

赤ちゃん会ぷらす ₁歳₆か月までの
お子さんと保護者

₄月₁日（水）�
₄月15日（水）

みんなで遊べるようホールを開放しています。�
相談・身体計測・母乳相談をご希望の人は母子手
帳をお持ちになり、受付時間内にお越しください。�
【受付時間】₉：30～10：00�
【実施時間】₉：30～11：30�
【イベント実施時間】10：30～11：30�
　　�₁日「赤ちゃんの発達の不思議」講座�
19日「０歳から始める虫歯予防」

種　　類 実施日時 内　　容

保健師・栄養士
による健康相談

₄月24日（金）
13：30～16：30
（予約制）

生活習慣病予防
や疾病予防・介
護予防に関する
ご相談を、お受け
します。お気軽に
ご相談ください。
（要予約）

種　　　類 実施日 実施時間 内　　　　　容
町内ウォーキング ₄月₆日（月）

₉：30～
町内の₃㎞、または、₆㎞のウォーキングコースを歩きます。
町立保健センター集合。雨天中止。ストックは貸出有。
※水分補給のため、飲み物をお持ちください。ストックウォーキング ₄月21日（火）

富田林保健所では、肝炎ウイルス検査、腸内細菌検査なども行っています。

種　　類 実施日時 備　考
こころの健康相談
☎23-2684（富）

月～金（年末年始、祝日を除く）
₉：00～12：15／13：00～17：45 予約制

エイズに関する相談
☎23-2683（富）

月～金（年末年始、祝日を除く）
₉：30～12：15／13：00～17：00 電話相談も可能

骨髄移植対策推進事業
骨髄バンクドナー登録
☎23-2684（富）

第一水曜日（年末年始、祝日を除く）
11：00～12：15 予約制

飲用水・井戸水検査
☎072-952-6165（藤） 4月 6日（月）・20日（月） 予約制

検査手数料が必要
医療機関に関する相談
☎23-2681（富）

月～金（年末年始、祝日を除く）
₉：00～12：15／13：00～17：30●健康と笑顔のＷＡプロジェクト

富田林保健所・藤井寺保健所

●母子保健 ★ かならず母子手帳を
お持ちください。

町立保健センター（２階すこやかホール）場所

場所・問合せ

●健康づくり

●健康相談 町立保健センター場所

　　　　健康増進課（保健センター内）　　
　　　　　　　　　☎98ー5520
　富田林保健所　　☎23ー2681

消防署では、午後8時～翌朝8時まで、救急診療の当番病院
を紹介し、場合によっては救急車での搬送を行います。
※土曜・日曜・祝日・年末年始は午後4時～翌朝8時

　病院に行ったらいいの？救急車を呼んだ
方がいいの？応急手当の仕方が分からない。
など、救急医療相談を「医師」「看護師」「相
談員」が24時間受け付けます。
《緊急時は迷わず119番へ》

　夜間の子どもの急病時、病院に行った方
がよいかどうか判断に迷ったときは、お電
話ください。｢ こどもの救急」ホームペー
ジ（http://kodomo－qq.jp/）でも、受診
判断の目安となる情報を掲載していますの
で活用してください。

【午後8時～翌朝8時】
☎＃8000

（携帯電話・固定電話（プッシュ回線））

☎06－6765－3650
（固定電話（ＩＰ・ダイヤル回線など))

【24時間・365日】
☎＃7119

（携帯電話・固定電話（プッシュ回線））

☎06－6582－7119
（固定電話（ＩＰ・ダイヤル回線など))

富田林市消防署
☎23－9919

小児科

休　　日
急病診療

急　　病
診療紹介

救急医療
相談窓口

大 阪 府
小児救急
電話相談

内科・歯科

種類 診療場所 診療日 受付時間
休日診療所 ☎28－1333
富田林市向陽台1－3－38 日 曜 日

祝　　日
年末年始

午前9時～11時30分
午後1時～ 3 時30分
※ 歯科については午前
のみ。

富田林病院 ☎29－1121
富田林市向陽台1－3－36
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令和２年度　介 護 保 険 料

介 護 予 防 講 座

　65歳以上の令和２年度介護保険料は、平成31年中の所得などをもとに計算し決定します（本算定）。
　しかし、４月１日時点では、皆さんの平成31年中の所得などを把握することができないため、下記のとおり仮に決定した額（仮
算定）で納めて頂くことになります。
　徴収方法により、通知内容などが異なりますのでご留意ください。
■特別徴収
　年金（老齢、退職、障がい、遺族など）の受給額が年間18万円以上で、受給時にあらかじめ介護保険料を差し引かれている人。
　２月分と同額の保険料を４・６・８月の年金から仮徴収額として天引きします。この額をお知らせする通知書は送付しません。
　ただし、４月、または、６月から新たに特別徴収を開始する人や保険料額を変更する人は、４月に「介護保険料仮徴収額通知書」
を送付します。
■普通徴収
　年金受給額が18万円未満の人、年度の途中で65歳になられた人、または、転入された人で、納付書や口座振替で納付して頂く
人。
　平成31年中の所得状況などをもとに、仮に算定した額を納付して頂きます。４月に「介護保険料仮徴収額通知書」を送付します。
※納付方法が変更となる場合は、決定通知書、または、更正通知書でお知らせします。

〈一人ひとりの保険料額は…〉
　町での介護保険の運営にかかる費用総額（利用者負担分除く）の約23%分に応じて基準額が決まります。この基準額をもとに
して、低所得の人に過重な負担とならないよう、所得段階別に算定されます。

※合計所得金額とは、実際の「収入」から「必要経費の相当額」を差し引いた額です。

　皆さんから納められた保険料は、介護サービス費用の保険給付分など、介護保険を運営するための大切な財
源となります。
　いつまでも住み慣れた太子町で安心して暮らして頂くために、これからも介護保険制度にご理解とご協力を
お願いします。

◆問合せ　高齢介護課　☎98-5538

所　　得　　段　　階 算定方法 保険料額
（年額）

第１段階
生活保護の受給者、老齢福祉年金の受給者で世帯全員が住民税非課税の人及び、
世帯全員が住民税非課税で、課税年金収入と合計所得金額の合計が80万円以
下の人

基準額×0.375 27,680円

第２段階 本人及び世帯全員が住民税非課税
の人

合計所得金額と課税年金収入額の合計額が
年額80万円超120万円以下の人 基準額×0.595 43,920円

第３段階 合計所得金額と課税年金収入額の合計額が
年額120万円超の人 基準額×0.725 53,510円

第４段階 本人が住民税非課税で世帯の中に
住民税課税者がいる人

合計所得金額と課税年金収入額の合計額が
年額80万円以下の人 基準額×0.9 66,420円

第５段階 合計所得金額と課税年金収入額の合計額が
年額80万円超の人 基準額 73,800円

第６段階 本人が住民税課税で合計所得金額が120万円未満の人 基準額×1.2 88,560円
第７段階 本人が住民税課税で合計所得金額が120万円以上200万円未満の人 基準額×1.3 95,940円
第８段階 本人が住民税課税で合計所得金額が200万円以上300万円未満の人 基準額×1.5 110,700円
第９段階 本人が住民税課税で合計所得金額が300万円以上400万円未満の人 基準額×1.68 123,990円
第10段階 本人が住民税課税で合計所得金額が400万円以上600万円未満の人 基準額×1.75 129,150円
第11段階 本人が住民税課税で合計所得金額が600万円以上800万円未満の人 基準額×1.85 136,530円
第12段階 本人が住民税課税で合計所得金額が800万円以上の人 基準額×1.95 143,910円

　町内にお住まいの人々を中心に、気軽に高齢者の介護や生活に関する相談をして頂けるよう、出張相談を行います。
　「介護保険って何？」「どんなサービスがあるの？」「どうしたら利用できるの？」といった介護の制度に関することから、「最近、
物忘れするようになってきて…」「何をするにも億劫で…」「家事ができなくなってきたんだけど…」など、生活面での悩みごとま
で、高齢者に関する様々な相談を地域包括支援センターの職員が伺います。

［と　き］４月28日（火）　午後２時～３時　　［ところ］町立総合福祉センター１階　相談室
［内　容］総合相談（介護保険制度、もの忘れなどに関すること）

◆問合せ　地域包括支援センター（高齢介護課）　☎98-5538
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元気ぐんぐんトレーニング　新規グループの紹介です！
　２月から26か所目の元気ぐんぐんトレーニンググループが後屋集会所で始まり、自主グループとしてスタートしました！
　15～20人ほどで、和気あいあいとした雰囲気でトレーニングを行っています。グループ名は、「ゆうゆうと友と遊ぶ」という
思いを込めて『ゆうゆう会』です。後屋地区の人は、ぜひ、ご参加ください！

【介護予防の豆知識】 フレイルをご存じですか？
　フレイルとは、徐々に心身（筋力や認知機能）が弱り、健康な状態と要介護状態の中間に位置して
いる状態のことを示します。高齢期になるとメタボ予防よりもこのフレイル予防が重要になります。
　中年期の健康管理の目標は生活習慣病予防で、心肺機能を高める有酸素運動が必要ですが、高齢期
の健康管理の目標は老化予防で、足腰を弱くしないための筋トレやウォーキングが必要です。
　一人で運動を続けるのは大変なので、仲間と一緒にやりましょう！一人より楽しい
ですし、会話も弾みます。ぜひ、地域で週に１～２回の運動習慣をつけましょう。

　元気ぐんぐんトレーニングをしてみたい！という人はご相談ください！
　体操できる場所があり、５人以上集まれば、自主グループの立上げを支援させて頂きます。
◆問合せ　地域包括支援センター（高齢介護課）　☎98-5538

介護予防事業　「お達者トレーニング教室」の参加者募集！

★サポーター（ボランティア）も同時募集！

何歳になっても、筋力は鍛えれば向上します！若返ります！

［と　き］５月14日（木）～８月27日（木）（毎週木曜・14回コース）
午後１時30分～午後３時30分

［ところ］町立総合福祉センター１階　ホール
［対　象］65歳以上の人　15人程度（選考有）
［内　容］
●筋力トレーニング
　　　　　　　　ストレッチ体操、おもりをつけての足挙げ運動、ハーフスクワット
●お口のケア　　お口の体操、ブラッシング
●栄養の大切さ　しっかり食べること、食事の工夫（質・量・バランス）
●交流会

　教室に一緒に参加して、高齢期の身体の変化とその対応について学んで頂き、高齢者が
より元気に生

い

き活
い

き過ごせるための支援をして頂きます。
［対　象］一般住民　５人程度（年齢制限なし）
［内　容］教室内での参加者への支援（おもり及び血圧計の装着・参加者の誘導など）

教室終了後のトレーニングなどの普及活動
★様々な技術をいかして地域で活動をして頂ける専門職のボランティアも募集します。

◆申込・問合せ　地域包括支援センター（高齢介護課）☎98−5538

★参加者の声

生
い

き活
い

き暮らしていくためには、運動・栄養・お口の健康の３本柱が大切です。
みなさん、ぜひ、参加してみませんか？

［申込締切］４月30日（木）まで

33 28期生の
募集です！

今まで運動の習慣がなかっ
たが、家でも体操するよう
になった。お口の体操を続
けて、食事がおいしく食べ
られるようになった。毎日
の生活にも張りがでてきて、
前向きに物事を考えるよう
になった。

と　き：毎週金曜日
　　　　午後１時30分～
　　　　　　　　３時ごろ

ところ：後屋集会所

　太子町高齢者情報局は、「高齢者の暮らしに必要な情報や
太子町からのお知らせを提供します。
　皆さん、いかがお過ごしですか。
　今回は、『介護予防事業「お達者トレーニング教室」の参
加者募集！』『元気ぐんぐんトレーニング　新規グループの
紹介です！』『令和２年度　介護保険料』『介護予防講座』を
お届けします。

令 和 2 年 4 月 号
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